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「一木村 康氏 
Dr. Yasushi KIMURA 
千葉大学教授(医学部法医学)一一一一
大正 13年 10月 18日 宮城県に生まる。
昭和 24年 3月 千葉医科大学卒
昭和 27年 6月 助手(法医学教室)
昭和 34年 12月講師(同)
昭和 36年 1月助教授(同)
昭和46年 8月教授(同)
大学卒業後，父業を継ぐため外科へ入局したが「生きた人聞は性に合わない」
ので，趣味であった考古学，推理小説を医学の面で生かそうとして，法医学教室へ
助手として入室。当時(加賀谷教授時代)は血清学が教室の主流であったが，そ
の中にあって鑑識学に専念，下記の業績をまとめている。
木村康: 酸性フォスファターゼによる精液の証明，日法医誌， 13 (4)，1959. 
また血液型学の研究中，たまたま ABO式判定用標準血清の中に， MN式の
不完全抗体が含まれているものがあり，この鑑定を依嘱されたことに端を発し
て，標準血清の検定法の改善に参加することになり，
木村康: MN式血液型判定用血清の作製，日法医誌， 13 (4)，1959. 
にみるごとき価値ある業績をあげた。このころが民の第一次開花期といってよ
く，同年講師に昇任している。
宮内教授の代になって，以前から同教授とともに着手していた自動車事故の鑑
定の系統的な研究一一自動車事故における各種要因の究明がすすめられ，その一
端として
木村康:醸過痕による蝶過方向の推定:犯罪学雑誌， 31 (仏 1965.
が発表された。一方臨床系大学院の研究指導においては，組織適合性抗原の究
明を行ない，白血球を中心とする抗原系についての多くのすぐれた業績があげら
れ，今日に到っている。
このように，先任両教授の血清学，鑑定学の粋を身につけ，さらに独自の学風
を樹立しつつきた木村法医の誕生は，まさに本学にひとつの新しい光源をかかげ
たものといえよう。氏によれば，①医療行為後の急死について，その遠因ならび
に直接原因を系統的に明らかにする，②線溶系の促進性物質の流血中への放出過
程を追求し，各種死因との関係を詳らかにする，などが今後の抱負であるとい
う。期して待ちたい。
さて民はまことに幅の広い人で，上記のような精力的な研究，指導，教育のあ
い聞に 12年余にわたる助講会時代，幹事 2回， 選考委員 4回をつとめ， 対外活
動委員，ゐのはな同窓会委員として長期にわたって活躍，大学紛争中は医運検の
創始者として自ら委員としてこれを推進するなど，学部の体質改善に情熱を傾け
てきた。つき合ってみると，その豊かな話題，正確な情報と判断，深い趣味な
ど，つき合う程魅力の増してくる人物である。 (Y.H.) 
〔千葉医会誌 47，438，1972J 
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